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１　はじめに
　上越教育大学には，附属学校園として，幼稚園，小学校，中
学校が設置されている。平成30年度は，幼稚園に69名，小学校
に411名，中学校に352名の子どもが在籍している。幼稚園から
中学校までの12年間を通して附属三校園に在籍する子どもは１
学年15名程度，小学校から中学校までの９年間では60名程度で
ある。附属学校園には学区はないが，保護者の学校園に寄せる
期待は大きく，非常に協力的である。
　本稿では，これら附属三校園において実施している学校保健
の内容を紹介し，地域の学校における学校保健の実際の様子に
ついて理解を深めることを目的とした。

２　保健管理
　学校保健は，「学校保健計画」と「学校安全計画」に基づい
て実施されている。このうち，本研究プロジェクトの健康管理

に関連して学校保健を実際に行っていく際の基本となる計画が
「学校保健計画」（図１）である。
　学校保健計画は，学校保健安全法第５条に基づき作成されて
いる。学校保健計画には，保健管理，保健教育，保健組織活動
が含まれている。さらに，保健管理の中には，対人管理，対物
管理，健康相談の内容が含まれている。対人管理は心身の健康
管理に関する内容であり，学校医や主治医との連携により実施
されている。対物管理は学校環境に関する内容であり，学校薬
剤師との連携に基づいている。この保健管理に関連して，食物
アレルギーに関する調査票（図２）や緊急連絡カード（図３）
を準備し，緊急時に備えている。保護者が記入した保健調査の
内容は，健康診断や健康管理の際の基礎資料として利用してい
る。また，保健教育には，幼稚園では保健指導，小学校では健
康教育・実践体育科（保健）と保健指導，中学校では保健学習
と保健指導が含まれている。
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図１　学校保健計画（抜粋）
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　これらのように，学校の日課表や年間の行事などとの関連を
図りながら学校保健を進めていくための１年間を見通した内容
が記載されている。これらの計画の策定に参画し，保健室経営
を軸にした内容の展開は，養護教諭の職務となっており，養護
教諭は，学級担任を始めとする教職員，学校医，保護者，関係
機関などとの連携を図りながら，学校保健計画を組織的に遂行
している。

３　健康相談
　子どもたちの健康課題は多様化，複雑化しており，その解決
に向けて健康相談が重要な役割を果たしている。養護教諭は子
どもたちの心身の健康状態を発見しやすい立場にあるため，健
康相談の必要性の有無，学校体制の整備，関係機関との連携等
のコーディネーター的役割が求められている。
　発達段階によって，相談の内容や対象は異なっている。幼稚
園では，幼児の身体の不調から見えてくるストレスを感じた際
の気持ちの寄り添いや，保護者との相談活動が中心となってい
る。そこには，発育・発達，既往疾患に関する相談や子育て支
援，母親支援なども含まれている。小学校や中学校では，登校
しぶり，保健室登校の児童，生徒，保護者への支援も加わっ
てくる。また，特別支援教育コーディネーターとの連携によ
り，特別な支援を必要とする児童への支援も行っている。さら
に中学校では，在職している臨床心理士と連携した対応をして
いる。同時に，日常生活において児童・生徒と接している中
で，成長に伴う心身の不安や悩み，友人との人間関係による相

談や，心因的要因による体調不良者への対応と支援も行って
いる。
　健康相談を進めていく上で特に大切にしていることは，校園
内での連携，保護者との連携，関係機関との連携である。養護
教諭ひとりでは解決できないことも，関係職員と情報交換，情
報共有をしていきながら，子どもの実態を把握したり，支援方
法を検討したりしている。特に，学校園生活において保健管理
が必要な子どもに対しては，全職員で共通理解を図りながら対
応している。また，幼児など自らの言葉で伝えることが難しい
場合や，健康課題の内容が重大である場合は，保護者との連携
は欠かせないことから，この場合の連携は特に重要な意味を持
つ。実際に連携している関係機関には，上越市子ども発達支援
センター，上越市すこやかなくらし包括支援センター，児童相
談所，本学特別支援教育実践研究センター，本学心理教育相談
室，地域の医療機関等がある。

４　保健教育
　学校保健計画には，各学年の子どもが，いつ，どのような内
容で保健教育を受けるかが明記されており，それに沿って保健
教育を実施している。その保健教育は，保健学習だけではなく
生活科や社会科，総合的な学習の時間といった各教科の時間，
そして学級活動や学校行事等の特別活動，それから，教科領域
には含まれないが，必要に応じて行われる個別の保健指導等，
学校の教育活動全体を通じて行われている。例えば，幼稚園で
は，保育の中での保健指導として歯について学んだり，中学校

図２　食物アレルギーに関する調査票（抜粋） 図３　緊急連絡カード（抜粋）
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の保健学習では，心身の機能の発達や心の健康，けがの防止，
病気の予防などについて学んだりしている。小学校では，保健
学習は実践体育科の授業の中で行い，健康教育は学校の教育活
動全体を通じて行っている。例えば，５年生の健康教育「噛む
噛むパワー」では，かたやきせんべいやガム，握力測定等を介
して自分のからだを見つめ，自分でしか捉えることのできない
噛む力を感じ取り，噛むことの見方をひろげていった。

５　保健組織活動
　附属三校園の保健組織活動のひとつに，「附属三校園学校保
健委員会」がある。これは，三校園でローテーションしなが
ら，当面する各発達段階における健康課題について，附属幼小
中三校園の関係機関，保護者，職員間で課題を共有し，解決
に向けて意識を高めることを目的に平成26年度から開催して
いる。
　平成26年度は，「子どもの健康とメディアとのつきあい方」
をテーマに，幼・小・中保護者にアンケート調査を実施し，そ
の結果を基に講師を招いて講演会を開催した。平成27年度は，

「食事で作られるわたしの体」をテーマに，中１ギャップ解消
を期待し，小学校６年生と中学校２年生の異学年交流によるグ
ループワークを行った。また，並行して保護者同士によるグ
ループワークも設定した。その後，本学教授による講演会を開
催した。平成28年度は，「からだコミュニケーション」をテー
マにワークショップと講演会を開催した。ワークショップで
は，中学２年生と小学１年生，幼稚園児がペアになって，本学
教授から体を使った触れ合い遊びの指導を受け，その後保護者
向けに講演会を開催した。平成29年度は，外部講師を招きワー
クショップと講演会を開催した。中学２年生，小学４年生，幼
稚園の年中児と年長児がグループになって健康クイズオリエン
テーリングを行い，その後保護者向けに睡眠に関する講演会を
開催した。平成30年度は保護者を対象とした活動のみとし，三
校園の代表者による「子育てにおいて大事にしていること」に
関するリレートークと外部講師による講演会を開催した。
　また，その他の組織活動のひとつとして，外部講師による食
物アレルギーに関する三校園職員研修会を開催している。その
際，エピペン®の実技研修も実施している。

６　おわりに
　附属学校園の小学校と中学校には特別支援教育コーディネー
ターが配置され，また中学校には臨床心理士が在職している。
これらの他職種と養護教諭が連携することで，より子どもの健
康に関する支援の幅が広がっている。
　また，附属三校園は，上越教育大学の管轄下にあるため，幼
稚園から小学校，小学校から中学校への子どもの情報伝達をス
ムーズに行うことができる。今回紹介したような附属三校園学
校保健委員会の開催なども可能であり，子どもの12年間の育ち
を見通した連携が図りやすい。
　さらに学区がないことから，幼稚園や小学校では送迎の機会
を捉えて保護者と情報交換することができる。それにより，子
どもの育ちを支えるために日常的に保護者と連携を図っていく
ことが可能な状況にある。
　このような附属学校園の独自性を十分考慮した上で，地域に

おけるモデル校としての役割を，学校保健を推進する上でも果
たしていかなければならない。

追記
　本研究は，平成30年度上越教育大学研究プロジェクト「健康
管理に特別な配慮を必要とする子どもの学級担任を支援するた
めの『地域連携コモンズ』形成の試み」（研究代表者：大庭重
治）の補助を受けて実施した。
　また，本稿の内容は，平成30年12月12日，上越教育大学特
別支援教育実践研究センターで開催された「第３回自主セミ
ナー」において報告した内容に加筆修正したものである。


	名称未設定



